
飲料水汚染地域の一日無機ヒ素摂取量の推定に用いた飲水量、食事由来の無機ヒ素曝露に関するデータ

方式２

Watanabe et al. 2004 -
男3/女3
（実測）

男214/女120
127/83

（総ヒ素から換算*2）
米，パン，いも

調理なし
調理水として男1.6L、女0.95L
（平均1.3L)

Wc x 1.3(L) + (127+
83)/2

Smith et al. 2006 200～500
3（2～4）
（実測）

- 114 米のみ 調理済み 114 -

Kile et al. 2007
1.6

（中央値）
女2.7

（実測）
女48

（中央値）

39
（実測無期ヒ素割合82%
に基づき総ヒ素から換

算）

すべて（陰膳） 調理済み
(39 x 127/83 +

39)/2 = 49*3 -

台湾 Schoof et al. 1998 - - - 50 (15～200) ヤム，米 調理なし Wc x 1.3(L)*4 + 50

チリ Diaz et al. 2004 41/572 - - 31/55
とうもろこし，野菜，い
も，パン

調理済み 0.0452 x Wc +29.1*5

Roychowdhury et al. 2002
133

（地域全体の平均）
（男4/女3）

171/189
（二つの村）

123/137

（総ヒ素から換算*2）
米、野菜，スパイス 調理済み -

Signes et al. 2008
50/250/500
（仮想濃度）

（2.5と仮定） - 104/399/750 米のみ
調理水に50、250、500 μg/Lを
使用した場合の米飯中無機ヒ
素濃度から摂取量推定

1.434 x Wc + 35*6

Wc：用量反応評価に用いた論文の飲料水中無機ヒ素濃度（μg/L）
＊1 調理用水含まず
＊2 コメ中の総ヒ素に占める無機ヒ素割合を0.7（Rahman & Hasegawa 2011）、野菜は1、魚は0と仮定
*3　Watanabe et al. 2004の男女の摂取量の比に基づき男性摂取量を算出し、更に男女混合平均を算出
*4　台湾の調理水データが入手できなかったため、バングラデシュの調理水量（男1.6L、女0.9Lの平均1.3L）を使用
*5　飲料水濃度が41、572 μg/Lの時の食事からの無機ヒ素摂取量31、55 μg/日を用いて回帰式を導出
*6　飲料水濃度が50、250、500 μg/Lの時の食事からの無機ヒ素摂取量104、399、750 μg/日を用いて回帰式を導出
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文献国・地域 飲水量＊1

（L）

食事からの
総ヒ素摂取量

（μg/日）

食事からの
無機ヒ素摂取量

（μg/日）

摂取量算出に当たり
算入されている食材

調理の有無
飲料水ヒ素濃度

（μg/L）

バングラデシュ

インド
西ベンガル

82
（平均値）

方式１

-

50

(31+55)/2 = 43

(123+137)/2 = 130

-
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